
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 H３０.７.３１ 

NPO 法人 みのり福祉会 

児童デイサービス そら 

6月下旬から、既に夏の気温になり、7月には灼熱の太陽がギラギラ☀ 

そらのみんなもさすがに「暑い～」と嘆くと思いきや、活発に動いてへっちゃら！すごい！ 

夏休みもフルパワーの予感です…！！ 



 

 

 

 

このコーナーは、そらレター担当：菅野の妹（通称まりりん）の

お話です♪ 

まりりんは、９つ離れていて知的障害がある。6月にビデオ通話をした際、頻繁に目をギュッと閉

じる様子があった。「どうしたのかな？」と思いながら、7月中旬に帰省すると、いつも通りだった。

母に聞くと、「先週までは、目を閉じる様子から口を鳴らすのに変わっていたんだけど、今週は治ま

ってるなあ。」と話し出した。相談支援事業所に話すと、「何でもこなせるから、学校でも放デイで

も頼み事をされるし、年下の子がいるからお姉さんになる。でも、本人はまだ甘えたいから、今の環

境が合わなくて、きっとそこから来るものだと思います。でもそれは、成長するために今乗り越える

べき壁だろうから、家で甘えてきたら拒まず受け入れてあげて下さい。反抗期の行動に対しても今

まで通りやり合っていいですよ！」と言われたという。身体は大きくなるが、知的年齢は低いままだ

から、そこのギャップが大きく開いていき、まりりんもいろいろな思いを抱えているのだろう。本人

が伝えられないからこそ、家族が気付いて受け止めて、いつでも包み込んで安心させてあげたい。 

「児童デイサービス そら」の１階で、 

９月より第２木曜日と第４月曜日の平日に、 

さきおり体験を行うこととなりました。 

詳しい内容につきましては、８月のそらレターでお知らせしたいと思いま

す。 

 その活動を行うに先立ち、ご家庭で眠っている浴衣がございましたら、 

みのり福祉会に寄付をお願いします。 

浴衣をコースターやランチョンマットなどに再活用します。 

 未経験の方でも、丁寧に教えて下さる先生が待っていますで、 

今後の案内を楽しみに待っていてください。 

 ※「裂織」は、使い古した布を細く裂き、織りこみ、 

衣服や生活用品へと再生する織物です。  

 

そして、前回「SORA NEWS」のコーナーでお伝えした「折り鶴送呈」につ

いて 

若葉区役所のホームページに掲載されました。ぜひご覧下さい！ 

https://www.city.chiba.jp/wakaba/chiikishinko/30oriduru.html 

https://www.city.chiba.jp/wakaba/chiikishinko/30oriduru.html

